
第2号様式（リコール届出一覧表）

（日本産業規格Ａ列４番）

　製作者名：極東開発工業株式会社                　　問い合わせ先：品質保証本部
　　　　　　代表取締役社長   布原 達也                　 ＴＥＬ：06-6205-7813

届出者の氏名又は名称

　タンクローリポンプブラケット、センタベアリングブラケット 不具合の部位（部品名）

型　式

(計2型式） (計1車種) (計111台)
（製作期間の全体範囲）

平成29年11月17日～令和4年3月30日

自動車使用者及び自動車特
定整備事業者等に周知させる
ための措置

・使用者：直接訪問またはダイレクトメールで通知するとともに、弊社ホームページに掲
載する。
・特定整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。
・改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアロックストライカ付近にNo.5323 ス
テッカーを貼付けする。

2KG-FN1AJA
FN1AJ-100018～FN1AJ-102318

平成29年11月17日～令和4年3月30日

FN1AJ-100201～FN1AJ-102031
平成30年2月23日～令和3年9月27日

無し

備考通称名車　名

不具合の件数

  市場調査による発見の動機

1件  事故の有無

リコール
対象車台数

リコール対象車の車台番号の範囲
及び製作期間

基準不適合状態にあると認め
る構造、装置又は性能の状況

及びその原因

　アルミタンクローリの積荷排出用ポンプにおいて、設計時の剛性検討が不十分なた
め、当該ポンプを取り付けているブラケット、及びポンプの駆動軸同士を連結するセンタ
ベアリングのブラケットの剛性が不足している。このため、そのままの状態で使用を続け
るとポンプもしくは駆動軸が脱落するおそれがある。

改善措置の内容

①全車両、ポンプブラケットへ補強を追加する。
②全車両、センタベアリングブラケットを対策品に交換する。
③配管固縛ステーの追加が必要な仕様においては、当該ステーを追加する。
④全車両、配管の亀裂有無を確認し、亀裂が確認された場合は補修工事を実施、もし
くは配管を新品に交換する。

【注意事項】リコール対象車両の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

83

　連絡先　  :　自動車局　審査・リコール課　リコール監理室
　　　　　　   TEL　　03-5253-8111　　内線 42361
　アドレス ：  http://www.mlit.go.jp

リコール届出一覧表

リコール届出日 ：令和　5年5月31日

令和5年6月1日リコール届出番号 5323  リコール開始日

日野
「日野

プロフィア」
2PG-FN1AJA 28


